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WEBインフラ・EC事業の過去最高益を牽引

当第2四半期の売上高は、全セグメントの増収により前年同期
比29.8％増の伸びを示し、営業利益・経常利益・四半期純利益
は、いずれも2ケタの増益率で、過去最高益を更新しました。
インターネット証券事業が減益となったものの、WEBインフラ・
EC事業およびインターネットメディア事業の大幅増益と、ソー
シャル・スマートフォン関連事業の損益改善がこれをカバーして
おり、グループの総合力を発揮した結果となりました。
WEBインフラ・EC事業は、全商材がシェアNo.1を継続。さらに
拡大ペースを加速しています。売上規模は3年間で倍増し、営業
利益率は14.3％に達しました。また、インターネットメディア事
業は、アドテクノロジー商品などの運用型広告が好調に推移し、
売上・利益ともに大きく伸長しました。
一方、インターネット証券事業は、FX取引高が過去最高を更新。
増収を果たしながらも、薄利のドル円取引が多くを占め、収益を
圧迫した結果、減益となりましたが、既に対応策を実施し収益改
善を図っています。
ソーシャル・スマートフォン関連事業は、「Gゲー」が公約通り5月に
単月黒字化を遂げ、売上の急伸とともに損益改善が進みました。
来期は収益の4本目の柱とすべく、引き続き注力してまいります。
当社グループは、組織力を活かした事業展開による相乗効果を
武器に、業績のさらなる向上を目指してまいります。
株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援を賜りま
すようお願い申し上げます。

代表取締役会長 兼 社長　グループ代表

前年同期比で29.8%の増収。
過去最高益を更新。
グループの総合力で更なる
成長を実現してまいります。

株主の皆様へ



▼業績予想に対する進捗率

▼足元の状況

（単位：億円）
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インターネット証券事業

現状環境に対応し、下期から収益改善策を実施

課 題

対 策

ゴール

アベノミクスによる円安傾向・スキャルピング取引等
▶米ドル/円に取引が集中し、収益性を圧迫

7月29日 8月2日
取引上限規制 スプレッド変更 0.3銭▶0.4銭

取引正常化と、収益構造の改善を図る
（低価格戦略は不変）
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WEBインフラ・EC事業

グループシナジーの基盤を持続的に拡大中
各商材ともシェ
ア拡大ペースを
加速し、競合他社
を引き離してい
ます。契約件数
は、前年同期比で
1 5 ％増加し、
475万件に拡大
しました。
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連結業績ダイジェスト（2013年1月1日　 2013年6月30日）

▼第2四半期決算のポイント

売上高・営業利益とも通期予想の55％をクリア

通期予想当第2四半期

（前期比14.8%増）（前年同期比17.0%増）

営業利益営業利益

（前期比11.6%増）（前年同期比29.8%増）

売上高売上高

83,000百万円46,683百万円

10,500百万円5,865百万円

▼セグメント別の概況（単位百万円、カッコ内は前年同期比増減率）

インターネットメディア事業WEBインフラ・EC事業

ソーシャル・スマートフォン関連事業インターネット証券事業

15,093（16.8%増）売上高

2,885（113.4%増）売上高11,214（35.9%増）売上高

18,488（29.0%増）売上高

1,253（13.3%増）営業利益

△573 （　　—　　）営業利益2,424 （9.6%減）営業利益

2,645（24.5%増）営業利益

当四半期のポイント
●�広告代理事業は運用型広告が牽引し、

前年同期比24.2％増収
●�アドテクノロジー商品等の豊富なプ

ロダクトと販売力で躍進
●�メディア・検索関連事業ではスマート

フォン向けリワード広告を推進

当四半期のポイント
●� 「Gゲー」は5月に単月黒字化、四半期

損益は2億3千万円改善
●� 「幻想のミネルバナイツ」がヒットし、

　5月に月商1億円を突破
●� 6月に新 規タイトル「スマ サカby 

GMO」を投入、下期に期待

当四半期のポイント
●�証券口座数は18万口座、FX取引口

座数は43万8千口座に拡大
●�FX取引におけるカバー先銀行のスプ

レッドが拡大し、減益に
●�前期連結化したFXプライムは収支を

改善し、4月以降黒字化

当四半期のポイント
●�5大商材のトップシェアを維持、契約

件数は475万件に拡大
●�全商材が増収、売上成長は6四半期

連続で前年同期比20％超
●�主力のレンタルサーバーはシェア

54.4％、売上高68億円突破



当社グループは、ほぼすべてのサービスの開発・販売・サポートを
自社で行い、顧客満足度ナンバーワンの商品を提供し、その結果
として日本で最も多くのWebサイトでの情報発信のお手伝いを
しております。創業より「すべての人にインターネット」をコーポ
レートキャッチに、世の中に「なくてはならないサービス」を提供
し、100年単位で成長し続ける企業グループになるべく、更なる
認知度向上とブランド戦略を推進しています。

有権者向けアンケート：
約50％が電子証明書を認知

「選挙前（7月3日以前）から知っていた」    ・・14.3%�「選挙期間中（7月4日～投票日）に知った」・・33.3％
※[ネット選挙解禁におけるセキュリティ意識に関する調査]　実施機関:株式会社マクロミル（2013/7/22～2013/7/23)

ＧＭＯインターネットグループのブランド戦略

6月17日付で「イプシロン株式会社」を「GMOイプシロン株式会
社」に変更しました。また、9月9日付で「株式会社デジロック」を

「GMOデジロック株式会社」に、10月1日付で「FXプライム株式
会社」を「株式会社FXプライムbyGMO」に変更する予定です。

グループ会社の商号変更のご案内

提供準備期間

提供
準備

審査
通過審査

オークション予定
申請

登録
開始

.tokyo

.nagoya 2014年1Q～

.shop .mail .inc .osaka

これまでインターネットの住所となる
ドメイン（.com、.netなど)は、世界中
で22種類がICANN（インターネット
上の資源を管理する組織）により管理
されていました。
2008年には、新しいドメインのプロ
グラムが承認され、世界中から合計
1,930件の申請があり、当社グルー
プGMOドメインレジストリからは7件の申請を行っております。
今回、申請中の新しいドメイン文字列のうち6件が審査を通過（残
り1件は審査待ち）し、「.tokyo」「.nagoya」は、提供開始に向け
準備を開始いたしました。早ければ、2014年の上旬には登録開
始予定ですので是非、ご期待ください。

「.tokyo」の地域名ドメインは、東京にお住まいの方や企業・学校・
店舗など、さまざまなご利用ケースが想定され、よりわかり易いドメ
インがご利用いただけるようサービスの展開を行ってまいります。

「.tokyo」提供準備開始

「ネット選挙」が解禁された7月の参議院選挙では、GMOグロー
バルサインが候補者・国会議員・政党向けのなりすまし対策用電
子証明書を無料で発行し、各党に導入・推奨いただき、その結果、
安倍晋三首相のウェブサイトをはじめ97名に導入いただきまし
た。電子証明書の認知度向上と共に、さらなる安全なインターネッ
ト環境の実現のため、「なりすまし」を防止する本取り組みを継続
して行ってまいります。

初の「ネット選挙」における実績



（受付時間：土日祝祭日等を除く平日9:00～17:00） 

弊社株式に関するお問い合わせは三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社まで。 

0120-232-711（東京）0120-094-777（大阪）

株主様向けインフォメーション

今回の第2四半期末配当は1株当たり3円を実施させていただきま
した。年間配当金は１株当たり14円となる予定です。

6、12月末日において1単元以上所有の株主様に対し、株主優待関
連書類を郵送にて送付しています（郵送の目安：6月末→9月下
旬／12月末→3月中旬）。下記1～5の内容すべてを併用いただく
と12,000円相当と大変お得な内容になっております。

1　四半期配当

１
〜
５ 

す
べ
て
利
用
可
能

2.�GMOクリック証券におけるGMOインターネット株式買付に係る買付手数料

1.おトクなクーポンサイトくまポンギフト券（合計2,000円相当分）

3.GMOクリック証券における売買手数料

4.�GMOインターネットグループがご提供する各種サービスのご利用料

5.�GMOとくとくBB優待限定プラン

※�株主優待の申請手続きやより詳しい情報につきましては専用ホーム
ページをご確認ください。▶https://yutai.gmo.jp/

2　株主優待

詳細につきましては同封の「株主優待のご案内」
に記載の内容をご覧ください。ご利用方法やお
得なサービス等をご紹介しています。

「株主優待のご案内」もご覧ください。

※�ログインには「株主番号」「郵便番号」が必要となります。
株主番号につきましては同封の「配当金計算書」をご参照
ください。または、三菱UFJ信託銀行株式会社（下記連絡
先ご参照）でもご案内しております。

▶http://ir.gmo.jp/individual/online-retail_investor/

ライブ説明会を実施しています。
四半期毎の決算発表後にライ
ブ説明会を実施しております。
リアルタイム質疑応答や視聴者
特典もございますので、ぜひご
参加ください。次回開催は11
月上旬を予定しております。


